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    日本学術会議健康･生活科学委員会生活科学分科会主催 公開講演会  

題目題目題目題目    大学の教養教育に大学の教養教育に大学の教養教育に大学の教養教育に    授業科目「生活する力を育てる」を授業科目「生活する力を育てる」を授業科目「生活する力を育てる」を授業科目「生活する力を育てる」を!!!!    

    
[[[[趣旨趣旨趣旨趣旨]]]]    

    豊かな質の高い社会を構築するためには、より多くの人が健康で質の高い生活を送るこ

とが基礎となる。成熟した現在の日本社会では、価値観が多様化しており、画一的な「規

範となる生き方」はなく、個人個人が総合的な視野で自分自身がどのような人生を送るか

を選択する必要がある。人生を大きく 3段階に分けて考えた時、「育てられる時期」、「自立

し社会活動をし、次世代を育てる時期（成人期）」、「社会的活動を終え、生きる時期（老齢

期）」に分けることが出来る。１０代の後半の時期（大学入学時）は、成人期の入り口にあ

り、これからの人生を見通して自分自身の生き方について考えるべき時期である。健康で

健全な豊かな生活（QOLの高い生活）を作り上げていくための生活に関わる諸事を多面的

に理解し、自身の生活の場で選択・実践していくことが必要である。また、大学で専門教

育を受け、それぞれの分野で専門家として社会活動を行う場合にも、最も基礎となる人間

の生活を考えることのできる総合的視点が必要である。 

大学への進学率は、既に５０％近くなっており、大学での教養教育で学習することは多

くの人々に学ぶ機会を提供することになる。 

大学進学以前の生活に関する教育は、家庭科として行われており、小学校高学年から始

まり、中学校、高等学校まで行われている。小学校では、育てられる立場からの理解、中

学校では自我の目覚める時期としての理解、高校では自主的に生活を営む立場で教育が行

われている。その教育の実態は、広範囲の内容であるにもかかわらず授業数が少ないこと

などで十分な効果を上げていない。もう一度、大学教育の初期段階で教育の機会を設ける

ことの効果は大きいと考えられる。 

上記の理由により、人間生活に関する最新の知識と情報を提供して生活を理解し、自身

の価値観に基づいて自らの生活の選択について考える機会を提供するために、大学の教養

教育の中に上記科目を取り入れることを提案したい。 

 

授業内容としては、体と心の変化体と心の変化体と心の変化体と心の変化（生まれてから老年に至る体の変化、心と体の関係、

生活の管理と健康など）、人と人との関係人と人との関係人と人との関係人と人との関係（家族関係、社会人としての人との関係など）、

社会の仕組みと生活社会の仕組みと生活社会の仕組みと生活社会の仕組みと生活（経済活動、社会保障、家庭経済など）、自然環境と人のくらし自然環境と人のくらし自然環境と人のくらし自然環境と人のくらし（自然

環境と子どもの育ち、生活の高度化と自然環境など）、生活上の具体的問題生活上の具体的問題生活上の具体的問題生活上の具体的問題（衣、食、住）

など、を取り上げることが考えられる。より充実した質の高い授業内容の構成を考えるた

めに、それぞれの分野の専門家の見解を聞き、最新の情報を得るために数回の講演会を開



催する。 

 

対象対象対象対象    

 生活科学関連の教育・研究者、大学の教務および教養教育の担当者、生活科学を専攻す

る大学生・大学院生、さらに一般の社会人に広く公開する。 

 

[[[[経緯経緯経緯経緯]]]]    

 授業科目構築のための内容のうち、第 1 回公開講演会では、体と心の変化体と心の変化体と心の変化体と心の変化（生まれてか

ら老年に至る体の変化、心と体の関係、生活の管理と健康など）、人と人との関係人と人との関係人と人との関係人と人との関係（家族関

係、社会人としての人との関係など）の内容を取り上げ、下記の通り講演会を開催し、100

名弱の方にご参加頂いた。 

    

                            第 1回    公開講演会プログラムの概要 

 開催日時 平成 22年 3月 4日（木）13：00～16：50 

 開催場所 日本学術会議講堂 

 演題と講演者 

１．生活機能の性・年齢別変化：身体教養のススメ    

福永哲夫氏  （日本学術会議第二部会員・鹿屋体育大学学長） 

２．生活の管理と健康 -成長期からの骨の健康づくりと生活習慣の重要性-   

塚原典子氏  （日本学術会議連携会員・新潟医療福祉大学准教授） 

３，少子化の中の子どもの育ちと親としての経験   

無籐隆氏   （日本学術会議連携会員・白梅学園大学教授） 

４．長寿時代―新しい生活のマネジメント  

          工藤由貴子氏 （文部科学省） 

                                      以上 

   

 


